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岡
垣
町
史
に
、
大
原
神
社（
原
区
）に

保
存
さ
れ
て
い
た
、
江
戸
時
代
の
妙
見

社
と
明
治
時
代
の
大
原
神
社
の
棟む

な
ふ
だ札
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

棟
札
は
、
神
社
仏
閣
な
ど
の
建
築
物

を
新
築
・
再
建
・
修
理
し
た
時
に
作
成

さ
れ
る
も
の
で
、
木
札
に
、
建
物
名
や

工
事
の
由
緒
な
ど
を
記
載
し
て
棟
木
に

釘
付
け
さ
れ
る
。

　

棟
札
に
よ
っ
て
は
、
当
初
か
ら
棟
木

に
釘
付
け
を
し
な
い
で
保
存
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
棟
札
は
、
置
札

と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌「
筑
前
国
続
風
土

記
拾
遺
」に
は
、
妙
見
社
は
波
津
浦（
波

津
村
）に
在
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
に
編
纂
さ
れ
た「
太

宰
管
内
誌
」で
は
、「
原
村
の
内
に
山
妙

見
・
濵
妙
見
と
て
両
社
あ
り
」と
記
述

さ
れ
、
原
村
絵
図
面
に
も
、
こ
の
両
妙

見
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
波
津
村
で
祀

ら
れ
て
い
た
妙
見
社
が
何
時
の
頃
か
定

か
で
は
な
い
が
、
原
村
で
祀
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

【
妙
見
社
神
殿
再
建
の
棟
札
】

　

こ
の
棟
札
は
、
現
在
は
岡
垣
町
文
化

財
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
劣
化

し
て
い
る
た
め
、
正
確
な
大
き
さ
は
分

か
ら
な
い
が
、
総
高
約
112
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
肩
幅
約
22
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
約
１
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
木

札
で
あ
る
。

　

棟
札
表
面
中
央
の
主
文
に
は
、「
奉
再

造
初
浦
玅
見
神
殿
一
宇
」と
あ
り
、
主
文

の
左
右
に
は
上
棟
の
年
月
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
波
津
村
の
妙
見
社

の
神
殿
は
、
文
化
９（
１
８
１
２
）年
４

月
下
旬
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

主
文
の
下
部
に
は
、
こ
の
神
社
の
再

建
に
関
与
し
た
、
浦
奉
行
、
浦
方
頭
取
、

浦
大
庄
屋
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

村
の
神
社
の
棟
札
は
、
一
般
的
に
は

こ
と
か
ら
、
妙
見
社
の
神
殿
及
び
拝
殿

の
莚
月

替
は
、
嘉
永
５（
１
８
５
２
）年
４

月
に
莚
月

替
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
文

化
９（
１
８
１
２
）年
に
妙
見
社
が
再
建

さ
れ
て
か
ら
40
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

主
文
の
下
部
に
は
、
郡

こ
お
り

奉
行
・
浦
方

兼
帯
、
浦
方
引
切
受
持
、
浦
方
頭
取
、

浦
方
大
庄
屋
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
、
郡
奉
行
が
浦
奉
行
を
兼
務

し
て
い
る
。
ま
た
、
再
建
時
の
棟
札
に

は
無
か
っ
た
大
工
の
棟
梁
と
家
根
屋
の

棟
梁
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

棟
札
の
裏
面
に
は
、
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

　
文
化
９（
１
８
１
２
）年
の
本
殿
を
再

建
し
た
際
に
は
、
そ
の
費
用
を
浦
役
所

や
各
浦
方
の
寄
附
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
先
例
に
倣
っ

て
莚
月

替
の
費
用
に
つ
い
て
浦
役
所
に
伺

い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
時
節
柄
、
費
用

を
捻
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
普

請
は
、す
べ
て
浦
溜
の
費
用
に
よ
り
行
っ

た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
後
世
に

普
請
を
す
る
時
の
た
め
の
参
考
と
し
て

書
き
残
し
て
置
く
。

つ
づ
く

村
の
世
話
人
の
名
前
が
書
か
れ
る
が
、

こ
の
棟
札
に
は
、
浦
奉
行
な
ど
の
浦
役

人
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
妙

見
社
は
、
黒
田
長
政
が
福
岡
城
を
築
城

し
た
際
に
、
そ
の
鬼
門
封
じ
に
建
て
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
慶
長
17（
１
６
１
２
）年
に
は
、

黒
田
長
政
が
鳥
居
を
寄
進
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
福
岡
藩
か
ら
特
別
な
神
社
と

し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

棟
札
の
裏
面
に
は
、
妙
見
社
が
破
壊

し
た
た
め
、
浦
奉
行
が
中
心
に
な
っ
て

再
建
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

再
建
に
必
要
な
材
木
は
、
市
瀬
村

（
現
北
九
州
市
八
幡
西
区
）と
湯
川
の
山

か
ら
杉
及
び
松
の
木
が
寄
附
さ
れ
て
い

る
。
幹
廻
り
の
大
き
さ
及
び
そ
の
本
数

も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
再
建
に

要
す
る
費
用
は
、
浦
方
仕
組
銭
や
惣
浦

の
協
力
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
い
る
。

【
妙
見
社
莚
月

替
の
棟
札
】

　

こ
の
棟
札
は
、
実
物
を
確
認
出
来
な

い
た
め
大
き
さ
は
分
か
ら
な
い
。

　

岡
垣
町
史
に
よ
る
と
、
棟
札
表
面
中

央
の
主
文
に
、「
奉
修
理
波
津
浦
妙
見
社

神
殿
拝
殿
共
莚
月

替
」と
あ
り
、
主
文
の

左
右
に
年
月
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
石
田　
健
次

神
社
の
棟
札
を
読
む
①

　
　
　
　
　
　
　
―  

大
原
神
社
の
棟
札
（
一
）   ―

▶
妙
見
社
再
建
の
棟
札
（
文
化
９
年
）
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